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一
九
二
〇
年
、こ
の
年
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
。

日
本
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
呼
び
か
け
た
ア
メ
リ
カ
が
、
単
独
で
出
兵
か
ら
手
を
引

い
た
の
で
あ
る（

１
）。

そ
し
て
そ
の
政
治
的
衝
撃
も
冷
め
な
い
う
ち
に
、
日
本
は
さ
ら

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
が
尼
港
事
件
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
町
ニ
コ
ラ
エ

フ
ス
ク
（
当
時
の
日
本
人
は
「
尼
港
」
と
言
っ
た
）
に
お
い
て
、
パ
ル
チ
ザ
ン
部

隊
と
日
本
軍
と
の
武
力
衝
突
が
発
生
し
、
日
本
軍
は
武
装
解
除
さ
れ
て
殺
害
さ
れ

た
。
ま
た
、
同
時
に
こ
の
街
に
い
た
在
留
邦
人
が
捕
ら
え
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
。

同
地
駐
在
の
日
本
領
事
石
田
虎
松
ら
も
死
亡
し
た
。
そ
の
上
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
は

町
に
火
を
放
っ
て
撤
退
し
た
た
め
、
す
べ
て
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
生
命
が
助
か
っ

て
も
、
財
産
を
失
っ
た
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
同
地
に
い
た
中
国
軍
の
軍
艦
が
助

け
を
求
め
る
在
留
邦
人
を
撃
つ
と
い
う
事
件
も
同
時
に
発
生
し
た
。
軍
人
が
武
装

解
除
さ
れ
て
殺
害
、
民
間
人
の
み
な
ら
ず
国
際
法
上
保
護
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
外

交
官
ま
で
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

惨
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
で
邦
人
殺
害
を
指
揮
し
た
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
の
ち
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。
機
密
文
書

で
あ
る
参
謀
本
部
の
『
西
伯
利
出
兵
史
』
で
す
ら
「
千
秋
ノ
一
大
痛
恨
事
録
シ
テ

此
ニ
至
リ
悲
憤
ノ
涙
睫
ニ
交
リ
覚
エ
ス
筆
ヲ
擲
ツ
」
と
感
情
的
な
一
節
を
書
き
記

し
て
い
る（

２
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
の
衝
撃
に
対
し
て
、
当
時
の
日
本
社
会
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
か
。
こ
の
論
文
で
扱
わ
れ
る
の
は
以
上
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
尼
港
事

件
そ
の
も
の
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
既
に
原
暉
之
氏
の
研
究
が
存
在
す
る（

３
）。

こ
れ

に
よ
っ
て
、
同
時
代
に
流
布
さ
れ
た
尼
港
事
件
に
つ
い
て
の
議
論
や
、
日
本
人
の

こ
の
事
件
に
対
す
る
歴
史
認
識
の
問
題
点
（
こ
の
一
点
を
強
調
し
て
ロ
シ
ア
に
対

す
る
侵
略
戦
争
と
し
て
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
黙
殺
す
る
）
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
近
年
は
、
同
時
代
に
白
系
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
本
も
翻
訳
さ

れ
て
い
る（

４
）。

　

た
だ
、
同
時
代
の
議
論
を
再
度
読
み
直
し
て
み
る
と
、
尼
港
事
件
に
対
す
る
社

会
的
反
応
は
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
つ
つ
も
、
対
ロ
シ
ア
報
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復
戦
争
発
動
の
挑
発
に
は
乗
ら
な
い
、と
い
う
動
き
が
見
え
隠
れ
す
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
対
し
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。
同
時
代
人
が
尼

港
事
件
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
対
外
観
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
同
時
代
の
政
治
情
勢
に
対
す
る
見
方
の
一
端
を
提
示
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
政
治
的
な
局
面
で
の
動
き
、
そ
し

て
社
会
的
な
動
き
、
最
後
に
言
論
面
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
い
う
順
序
で
考
察
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一　

事
件
の
政
治
的
反
響

　

一
九
二
〇
年
三
月
頃
既
に
動
向
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
尼
港
事
件
は
、
五
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
現
地
に
駐
屯
し
て
い
た
日

本
軍
部
隊
、
ま
た
在
留
邦
人
・
現
地
駐
在
の
石
田
虎
松
領
事
が
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
政
府
は
救
援

部
隊
を
派
遣
し
た
が
、
到
着
し
た
と
き
に
は
既
に
す
べ
て
は
終
わ
っ
て
い
た
。
市

街
地
は
全
面
的
に
焼
き
払
わ
れ
、
武
装
解
除
さ
れ
た
日
本
軍
、
在
留
邦
人
・
反
革

命
派
の
ロ
シ
ア
人
な
ど
が
大
量
に
殺
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
道
な
ど
で
少
し
ず

つ
判
明
し
は
じ
め
て
い
た
。

　

一
九
二
〇
年
六
月
、
尼
港
事
件
が
政
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
原
敬
首
相
が
、
政

権
与
党
で
あ
る
政
友
会
の
会
議
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
オ

ム
ス
ク
政
権
が
崩
壊
を
し
て
尼
港
に
危
険
が
迫
っ
た
た
め
、
日
本
は
援
軍
を
派
遣

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
結
氷
期
に
あ
た
り
救
援
部
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
到
着
し
た
と
き
に
は
既
に
虐
殺
と
焼
却
が
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
惨
殺

せ
ら
れ
た
る
我
将
卒
及
在
留
邦
民
に
対
し
て
は
誠
に
同
情
の
至
り
に
堪
へ
ざ
る
も

事
情
右
の
如
き
次
第
に
て
不
可
抗
力
の
為
め
な
る
が
故
に
国
民
も
亦
其
の
真
相
を

知
れ
ば
政
府
の
措
置
を
諒
恕
す
る
な
ら
ん
」
と
述
べ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る（
５
）。

こ

の
新
聞
記
事
で
大
き
な
活
字
で
組
ま
れ
た
「
不
可
抗
力
」
と
い
う
言
葉
が
問
題
視

さ
れ
た
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
政
友
会
幹
部
の
談
話
と
し
て
、
原
は

救
援
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
り
、
威
信
回
復
と
死
者
の
慰
霊
の
た

め
に
十
分
な
措
置
を
尽
く
す
旨
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
し
か
た
が
な
い
と
冷
淡
に

突
き
放
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
弁
明
が
な
さ
れ
た（
６
）。

憲
政
会
側
は
こ
れ
に

対
し
て
安
達
謙
蔵
の
談
話
と
し
て
、「
政
府
は
只
管
不
可
抗
力
を
口
実
に
其
の
責

任
を
回
避
せ
ん
と
す
る
は
吾
人
の
首
肯
す
る
能
は
ざ
る
処
な
り
」、
尼
港
事
件
を

押
し
隠
し
て
議
会
解
散
・
総
選
挙
に
踏
み
切
り
、
結
果
と
し
て
在
留
邦
人
を
犠
牲

に
し
た
と
非
難
し
て
い
た（

７
）。
こ
の
と
き
の
総
選
挙
で
、
政
友
会
は
大
勝
利
を
収
め

て
い
た
。
原
内
閣
は
衆
議
院
で
は
磐
石
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気

の
中
、
議
会
は
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
発
言
報
道
に
関
し
て
、
議
会
で
は
原
首
相
を
批
判
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

総
選
挙
で
敗
北
し
た
野
党
側
の
攻
撃
は
激
し
さ
を
極
め
る
こ
と
に
な
っ
た（
８
）。
一
九

二
〇
年
七
月
三
日
、
衆
議
院
で
島
田
三
郎
議
員
は
こ
の
発
言
を
と
ら
え
て
「
原
総

理
大
臣
ガ
政
友
会
総
裁
ト
シ
テ
ノ
資
格
デ
言
ッ
タ
カ
ラ
ト
云
ッ
テ
、
総
理
ノ
責
任

ト
シ
テ
、
此
国
民
国
家
ノ
大
事
件
ト
云
フ
コ
ト
ニ
、
極
メ
テ
熱
烈
デ
ナ
カ
ッ
タ
ト

云
フ
コ
ト
ヲ
私
甚
ダ
遺
憾
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
批
判
し
た
。

　

原
首
相
は
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
、と
否
定
し
、さ
ら
に
「
成

程
結
氷
ノ
後
ニ
於
テ―

結
氷
ノ
後
ニ
於
テ
ハ
兵
ヲ
送
ラ
ン
ト
シ
テ
モ
、
救
済
セ
ン

ト
シ
テ
モ
、
如
何
ト
モ
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
カ
ッ
タ
事
情
ヲ
話
シ
タ
コ
ト
ハ
、
其

時
バ
カ
リ
デ
ハ
ナ
イ
今
日
モ
致
シ
タ
（「
ソ
レ
ハ
不
可
抗
力
デ
ハ
ナ
イ
」
ト
呼
フ

者
ア
リ
）
之
ガ
不
可
抗
力
デ
ナ
イ
ナ
ラ
バ
、
天
下
怪
シ
ム
事
ハ
ナ
イ
、
サ
ウ
云
フ

意
味
デ
ハ
ナ
イ
」
と
付
け
加
え
た
。

　

翌
日
の
議
会
に
お
い
て
も
、
別
の
議
員
か
ら
同
様
の
質
問
が
提
起
さ
れ
た
。
関

直
彦
議
員
は
、
現
存
兵
力
で
シ
ベ
リ
ア
の
治
安
維
持
を
す
る
の
が
困
難
な
の
が
わ

か
っ
て
い
て
放
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
文
脈
で
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
た
。
救
援
し
な
か
っ
た
の
が
遺
憾
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
居
留
民
の
引
揚

を
早
め
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
居
留
民
を
引
き
揚
げ
な
い
と
す
れ
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ば
、
警
備
を
十
分
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
局
の
不
注
意
で
あ
り
、「
西

伯
利
ニ
対
ス
ル
大
方
針
ヲ
定
メ
ナ
カ
ッ
タ
結
果
」
で
あ
る
。
そ
の
上
、
シ
ベ
リ
ア

出
兵
は
、「
チ
ェ
コ
軍
救
援
」
の
た
め
の
日
米
共
同
出
兵
と
同
時
に
、
日
本
独
自

の
理
由
を
有
し
た
も
の
だ
と
政
府
か
ら
は
説
明
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
結
果
と
し
て

は
「
何
ノ
為
メ
ニ
二
個
師
団
半
ノ
兵
ヲ
「
チ
ェ
ッ
ク
ス
ロ
ヴ
ァ
ッ
ク
」
軍
ノ
救
援

ノ
目
的
ヲ
達
シ
タ
ル
後
ニ
於
テ
、
尚
ホ
他
国
ト
情
勢
ヲ
異
ニ
ス
ル
所
ガ
ア
ル
ト
声

明
シ
ナ
ガ
ラ
、
兵
ヲ
残
シ
テ
置
イ
テ
、
何
等
ノ
事
ヲ
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
カ
、
過
激
派

ノ
跳
梁
ヲ
防
グ
コ
ト
モ
出
来
ナ
ケ
レ
バ
、
我
ガ
同
胞
ノ
生
命
財
産
ヲ
保
護
ス
ル
コ

ト
ガ
出
来
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
何
ノ
為
メ
ニ
兵
ヲ
置
イ
テ
居
ッ
タ
ノ
デ
ア

ル
カ
、
ト
云
フ
事
ヲ
伺
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」。
そ
の
う
え
こ
の
時
期
に
は
、

日
本
は
自
国
が
擁
立
し
た
反
革
命
派
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
の
関
係
を
絶
と
う
と
し
て

い
た
。
結
局
シ
ベ
リ
ア
出
兵
で
は
、
中
国
政
策
で
対
日
感
情
が
よ
く
な
く
な
っ
た

の
と
同
様
「
露
西
亜
ノ
両
方
カ
ラ
日
本
帝
国
ガ
怨
ヲ
受
ケ
ル
」
結
果
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
関
議
員
は
兵
力
増
強
を
訴
え
て
い
る
よ

う
に
、
帝
国
主
義
に
親
和
的
な
立
場
に
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

自
体
に
失
敗
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
言
い
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
対
す
る
原
首
相
の
返
答
は
、
反
対
党
へ
の
対
抗
意
識
を
超
え
た

敵
意
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。
原
は
「
当
時
相
当
ナ
ル
居
留
民
ニ
対
シ
テ
、
保
護

シ
得
ラ
レ
ル
相
当
ノ
人
員
ヲ
派
シ
テ
ア
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
更
ニ
強
大
ナ

ル
敵
ガ
参
レ
バ
、
幾
ラ
派
シ
テ
モ
更
ニ
強
大
ナ
レ
バ
仕
方
ガ
ナ
イ
」
と
言
っ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
に
関
し
て
は
「「
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
」
ニ
対
シ
テ
ハ
、

出
来
得
ル
ダ
ケ
ノ
好
意
ヲ
有
ッ
テ
更
ニ
差
支
ナ
イ
併
ナ
ガ
ラ
日
本
ノ
兵
ハ
「
セ
ミ

ヨ
ノ
フ
」
ノ
救
援
ノ
隊
、
若
ク
ハ
是
ノ
後
援
ヲ
ス
ル
ガ
為
メ
ニ
出
テ
居
ル
兵
デ
ハ

ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
事
実
上
公
然
と
切
り
捨
て
た
。
後
者
の
発
言
は
と
も
か

く
、
前
者
の
「
兵
力
以
上
に
強
大
な
敵
が
来
た
ら
し
か
た
な
い
」
と
い
う
発
言
は

間
違
え
ば
世
論
へ
の
挑
発
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
容
易
な
ら
な
い
問
題
が
発
生
し
た
。
衆
議
院
で
島

田
議
員
が
原
首
相
に
質
問
し
て
い
た
そ
の
日
、
貴
族
院
本
会
議
で
、
阪
谷
芳
郎
議

員
が
尼
港
事
件
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
阪
谷
議
員
は
こ
こ
で
、
一
人
殺
さ
れ
て

も
内
閣
が
総
辞
職
し
た
例
も
あ
る
以
上
「
斯
ル
悲
惨
ナ
出
来
事
ニ
付
テ
一
人
ノ
責

ヲ
取
ラ
ヌ
、
皆
其
責
ヲ
譲
ッ
テ
仕
舞
フ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ナ
ラ
バ
、
国
民
ハ

決
シ
テ
満
足
ヲ
表
セ
ヌ
デ
ア
ラ
ウ
ト
私
ハ
思
フ
、
誰
ガ
悪
イ
、
参
謀
本
部
ガ
悪
イ

ノ
カ
、
外
務
省
ガ
悪
イ
ノ
カ
、
総
理
大
臣
ガ
悪
イ
ノ
カ
、
誰
ガ
悪
イ
ノ
カ
、
其
責

任
ノ
逕
路
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
置
キ
タ
イ
」
と
問
い
か
け
た
の
で
あ
る
。「
ど
こ
に
（
あ

る
い
は
誰
に
）
責
任
が
あ
る
の
か
答
え
よ
」
と
い
う
、
政
治
的
な
「
仕
掛
け
」
の

あ
る
質
問
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
田
中
義
一
陸
相
が
事
情
説
明

の
前
置
き
と
称
し
て
「
私
ハ
陸
軍
大
臣
ト
シ
テ
苟
ク
モ
陸
軍
ニ
関
係
ス
ル
コ
ト
ハ

全
責
任
ヲ
私
ガ
帯
ビ
マ
ス
」
と
発
言
し
て
し
ま
っ
た（

９
）。

阪
谷
議
員
自
身
は
そ
れ
以

上
質
問
を
す
る
こ
と
な
く
降
壇
し
た
。

　

こ
の
発
言
は
七
月
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
再
度
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ

の
過
程
で
田
中
陸
相
は
、
陸
軍
大
臣
は
陸
軍
の
こ
と
に
つ
い
て
責
任
は
負
う
が
、

尼
港
事
件
に
つ
い
て
陸
軍
に
過
失
は
な
い
、
と
答
え
た
の
で
あ
る）

10
（

。
田
中
陸
相
と

し
て
は
、
尼
港
事
件
の
プ
ロ
セ
ス
で
陸
軍
側
が
と
っ
た
対
応
に
不
適
切
な
も
の
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
自
分
が
陸
軍
の
こ
と
に

全
責
任
を
負
う
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い
た
た
め
に
、
田
中
自
身
の
責
任
を
問
わ
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
七
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
は
、
前
日
ま
で
の
衆
議
院
・
貴
族
院
で
の
田
中

義
一
陸
相
の
発
言
を
と
ら
え
て
、後
に
首
相
と
な
る
浜
口
雄
幸
議
員
が
登
場
し
た
。

田
中
陸
相
は
尼
港
事
件
に
つ
い
て
貴
族
院
で
は
責
任
が
あ
る
と
い
い
な
が
ら
衆
議

院
で
は
こ
れ
を
撤
回
し
た
、
こ
こ
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
問
い
詰
め
た
。
田
中
陸
相

は
、
貴
族
院
で
の
議
事
録
を
読
み
上
げ
て
、「
私
ハ
苟
モ
陸
軍
ニ
関
係
シ
タ
事
ハ
、

何
事
ニ
依
ラ
ズ
参
謀
本
部
ガ
致
シ
タ
事
デ
ア
ラ
ウ
ガ
、
何
デ
ア
ラ
ウ
ガ
、
私
ガ
責

任
ヲ
帯
ビ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
而
シ
テ
（「
用
兵
上
ノ
責
任
モ
帯
ビ
ル
カ
」
ト
呼

フ
者
ア
リ
）
固
ヨ
リ
ノ
事
、而
シ
テ
私
ガ
苟
モ
今
日
マ
デ
何
レ
ノ
場
合
ニ
於
テ
モ
、
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陸
軍
ノ
為
シ
タ
事
ガ
怠
慢
過
失
ト
言
ウ
タ
事
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
未
ダ
曾
テ
ア
リ
マ

セ
ヌ
」
と
激
し
く
反
論
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
で
も
な
お
「
私
ハ
苟
モ
陸
軍
大
臣

デ
ア
ル
、数
万
ノ
陸
軍
軍
人
ヲ
統
督
シ
テ
居
ル
私
デ
ア
ル
」
と
発
言
し
た
た
め
に
、

別
の
議
員
か
ら
、
軍
人
を
統
率
す
る
の
は
天
皇
の
統
帥
権
の
範
囲
で
あ
り
、
陸
軍

大
臣
の
職
権
で
は
な
い
、
と
突
っ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
日
の
衆
議
院
に
は
望
月
小
太
郎
議
員
が
登
壇
し
た
。
望
月
議
員
は
日
本
の
シ

ベ
リ
ア
出
兵
策
を
「
徹
頭
徹
尾
無
意
義
ニ
シ
テ
、
動
揺
常
ナ
キ
西
伯
利
政
策
」
と

言
い
切
っ
た
。
日
米
共
同
出
兵
と
い
う
形
で
開
始
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
、
そ

も
そ
も
「
米
国
ガ
チ
ェ
ッ
ク
救
援
ノ
為
メ
ニ
出
兵
中
、
万
一
独
墺
俘
虜
ガ
其

「
チ
ェ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ヴ
ァ
ッ
ク
」
軍
ヲ
攻
撃
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ノ
ミ
、
米
国
ハ
之

ニ
対
抗
ス
ル
ケ
レ
ド
モ
、
若
シ
夫
レ
露
国
ノ
政
治
的
団
体
ト
見
ル
ベ
キ
過
激
派
ニ

対
シ
テ
ハ
、
当
初
ヨ
リ
敵
対
的
行
動
ヲ
執
ル
ガ
如
キ
ハ
、
所
謂
露
国
ノ
内
政
ニ
干

渉
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
、
斯
様
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
ニ
、
我
国
ハ
之
ニ
反
シ
テ

「
チ
ェ
ッ
ク
」
救
援
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
ス
ル
ガ
為
メ
ニ
ハ
、
独
墺
捕
虜
ハ
勿
論
、
其

集
合
団
体
タ
ル
過
激
派
マ
デ
モ
之
ヲ
討
伐
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
、
竝
ニ
我
ガ
軍
事
占

領
地
域
ニ
於
テ
ハ
軍
事
的
干
渉
ヲ
モ
断
行
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
、
当
初
ヨ
リ
ノ
目

的
デ
ア
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
」
と
同
床
異
夢
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
た
。
内
政

不
干
渉
は
日
本
も
出
兵
宣
言
で
声
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
望
月
は
「
過
激

派
」
へ
の
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
尼
港
事
件
の
遠
因
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上

で
望
月
議
員
は
一
八
項
目
の
質
問
を
突
き
つ
け
た
。
だ
が
ほ
と
ん
ど
の
質
問
は
、

答
弁
に
立
っ
た
内
田
康
哉
外
相
に
か
わ
さ
れ
て
い
っ
た
。
田
中
陸
相
の
み
な
ら
ず

内
閣
全
体
に
責
任
は
な
い
の
か
、
と
い
う
質
問
に
は
「
答
え
ら
れ
な
い
」
と
拒
否

さ
れ
て
い
る
。

　

田
中
陸
相
の
発
言
は
、
議
会
の
各
方
面
で
、
か
っ
こ
う
の
内
閣
攻
撃
の
チ
ャ
ン

ス
と
さ
れ
た
。「
責
任
は
私
が
負
う
」
と
い
う
発
言
が
一
人
歩
き
し
始
め
、
他
の

閣
僚
に
対
し
て
も
「
責
任
」
の
所
在
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
質
問
が
出
て
き
た
。

貴
族
院
で
は
、
七
月
六
日
に
藤
村
義
郎
議
員
が
内
田
康
哉
外
相
に
対
し
、
そ
れ
以

前
に
他
の
議
員
と
行
っ
た
論
戦
を
持
ち
出
し
、
尼
港
事
件
に
責
任
を
感
じ
て
い
る

の
か
と
問
う
た
。
内
田
外
相
は
「
此
尼
港
事
件
ガ
起
ル
ニ
至
リ
マ
シ
タ
コ
ト
ニ
付

キ
マ
シ
テ
、
外
務
省
ガ
執
リ
マ
シ
タ
経
過
ヲ
御
報
告
ヲ
致
シ
マ
シ
テ
、
而
シ
テ
尼

港
事
件
ニ
付
テ
モ
責
任
ガ
ア
レ
バ
之
ヲ
負
フ
ト
云
フ
意
味
デ
御
答
シ
タ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
」
と
答
え
た
の
だ
が
、藤
村
議
員
は
こ
れ
を
「
過
失
モ
無
ケ
レ
バ
手
落
チ
（
マ

マ
）
モ
無
イ
、
不
可
抗
力
デ
ア
ル
、
併
ナ
ガ
ラ
未
ダ
調
査
未
済
デ
ア
ル
カ
ラ
、
調

査
ノ
上
外
務
当
局
ト
シ
テ
責
任
ヲ
負
フ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
、
解
釈
シ
テ
宜
シ
ウ
ゴ
ザ

イ
マ
ス
カ
」
と
問
い
返
し
た
。「
不
可
抗
力
」
と
い
う
言
葉
の
入
っ
て
い
る
念
押

し
に
、
内
田
外
相
は
そ
の
と
お
り
だ
と
答
え
て
い
る
。
藤
村
議
員
は
、
そ
の
三
日

後
に
は
さ
ら
に
田
中
陸
相
に
対
し
て「
貴
族
院
ニ
於
テ
ハ
責
ヲ
負
フ
ト
明
言
サ
レ
、

而
シ
テ
衆
議
院
ニ
於
テ
ハ
過
失
モ
怠
慢
モ
ナ
イ
ト
申
シ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
ル
、

丸
デ
正
反
対
ノ
御
答
弁
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
批
判
し
た
。
田
中
陸
相
は
「
私
ハ
責
任

ヲ
決
シ
テ
回
避
ヲ
致
シ
マ
セ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ノ
意
味
ヲ
申
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、

然
ル
ニ
或
ル
方
面
デ
ハ
之
ヲ
私
ガ
進
退
ヲ
決
ス
ル
言
葉
ヲ
言
明
…
意
味
ヲ
以
テ
言

明
シ
タ
ノ
ダ
ト
、
斯
ウ
取
ラ
レ
テ
ハ
私
ハ
甚
ダ
相
済
マ
ヌ
コ
ト
ダ
ト
思
フ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
」
と
返
し
た
が
、
こ
れ
は
苦
し
い
答
弁
で
あ
っ
た
。
藤
村
議
員
は
そ
の
後

原
首
相
に
も
「
不
可
抗
力
」
の
質
問
を
行
っ
た
が
、
原
首
相
は
「
不
可
抗
力
ト
認

メ
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
フ
、
単
純
ナ
ル
御
質
問
ニ
ハ
御
答
ヘ
ヲ
致
ス
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ

ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
斯
ウ
云
フ
場
合
ハ
、
言
葉
ヲ
換
ヘ
テ
申
セ
バ
、
不
可
抗
力
ト
申
シ

テ
モ
差
支
ナ
カ
ラ
ウ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」と
切
り
返
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、

永
井
柳
太
郎
議
員
に
よ
る
「
今
日
ノ
日
本
ニ
於
テ
、
今
日
ノ
世
界
ニ
於
テ
、
尚
ホ

階
級
専
政
ヲ
主
張
ス
ル
者
、
西
ニ
ハ
露
国
過
激
派
政
府
ノ
「
ニ
コ
ラ
イ
、
レ
ニ
ン
」

ア
リ
、
東
ニ
ハ
我
原
総
理
大
臣
ア
リ
」
の
発
言
が
有
名
だ
が
、
尼
港
事
件
と
い
う

大
き
な
背
景
の
下
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
発
言
が
ど
う
い
う
効
果
を
狙
っ
た
か
あ
る

程
度
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
野
党
側
の
攻
勢
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
一
九
二
〇
年
八
月
の
田

中
義
一
陸
相
の
進
退
伺
い
と
い
う
程
度
で
済
ん
で
し
ま
い
、
尼
港
事
件
や
、
シ
ベ
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リ
ア
出
兵
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
に
は
な
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

憲
政
会
側
も
尼
港
事
件
を
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う
よ
り
は
、「
不
可
抗
力
」「
責

任
」な
ど
の
言
葉
尻
を
と
ら
え
て
原
内
閣
の
倒
閣
を
策
す
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

原
首
相
は
む
し
ろ
傲
然
と
し
て
、
あ
の
事
態
は
不
可
抗
力
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
と
言
い
返
し
た
の
で
あ
る
。

　

尼
港
事
件
は
そ
の
規
模
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
、
社
会
的
な
反
響
も
大
き
な
も
の

が
あ
っ
た
。
国
家
の
側
が
政
策
と
し
て
被
害
者
に
向
け
て
何
か
を
打
ち
出
す
と
い

う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
、
政
府
へ
の
批
判
も
こ
め
て
動

き
が
始
ま
っ
た
。
次
の
節
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
動
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
。二　

社
会
的
対
応

　

尼
港
事
件
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
社
会
的
反
響
が
一
時
に
噴
出
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
と
し
て
小
林
幸
男
氏
の
も
の
が
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
筆
者

も
一
度
こ
の
時
期
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
十
分
な
形
で
あ
っ
た
が
別
の
問

題
と
関
連
し
て
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る）
12
（

。

　

尼
港
事
件
の
全
容
が
明
る
み
に
出
る
と
、
日
本
社
会
は
過
敏
に
反
応
し
た
。
戦

争
で
大
量
の
戦
死
者
が
出
る
以
外
に
、
在
留
邦
人
が
大
量
に
殺
害
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
自
体
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
在
留
邦
人
の
み
な
ら
ず
現
地
に
い

た
日
本
軍
部
隊
、日
本
外
交
官
ま
で
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、日
本
社
会
に
と
っ

て
は
す
さ
ま
じ
い
衝
撃
だ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
そ
の
も
の
で
日
本
側
に
大
量
の

死
者
が
出
た
も
の
と
し
て
は
、一
九
一
九
年
初
頭
の
ユ
フ
タ
戦
の
事
件
が
あ
っ
た
。

パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
を
追
撃
中
の
日
本
軍
部
隊
が
逆
に
包
囲
殲
滅
さ
れ
た
と
い
う
事

件
で
あ
る）

13
（

。
そ
れ
で
も
こ
れ
は
軍
事
作
戦
で
の
戦
死
だ
っ
た
。
尼
港
事
件
の
場
合
、

日
本
軍
部
隊
が
武
装
解
除
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
も
一
緒
に

殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
の
重
さ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
も
の
の
中
で
早
い
も
の
の
う
ち
に
は
、「
ニ
コ
ラ
エ

ウ
ス
ク
会
」
の
活
動
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
ニ
コ
ラ
エ
ウ
ス
ク
事
変
の
真
相

を
明
か
に
し
一
般
に
知
悉
せ
し
む
る
と
共
に
惨
死
し
た
る
我
同
胞
の
霊
を
慰
め
且

遺
族
に
対
し
相
当
慰
安
の
方
法
を
講
ず
る
等
の
こ
と
を
実
行
せ
ん
為
め
」
に
発
起

さ
れ
た
団
体
、
と
あ
る）
14
（

。
新
聞
に
は
、
連
日
の
よ
う
に
各
地
で
の
追
悼
集
会
・
追

悼
法
要
の
記
事
が
出
て
い
る
。
新
聞
社
自
身
も
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
特
派
員
を

派
遣
し
て
そ
の
特
派
員
報
告
を
講
演
会
と
い
う
形
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
時
に
政
治
的
に
危
険
な
雰
囲
気
へ
と
火
を
つ
け
る
可
能

性
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
六
月
一
九
日
に
東
京
築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
追
悼

法
会
で
あ
る
。
原
内
閣
の
閣
僚
も
、
田
中
義
一
陸
相
、
加
藤
友
三
郎
海
相
、
内
田

康
哉
外
相
、
床
次
竹
二
郎
内
相
、
野
田
卯
太
郎
逓
相
な
ど
が
出
席
し
て
い
た
。
し

か
し
、
首
相
の
原
が
出
席
せ
ず
代
理
の
高
橋
光
威
内
閣
書
記
官
長
に
弔
辞
を
読
ま

せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
瞬
間
、
群
衆
の
中
か
ら
「
原
は
ど
う
し
た
、
原
は
な
ぜ
出

ぬ
、
そ
ん
な
ヘ
ナ
チ
ョ
コ
を
代
理
さ
し
て
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
い
う
野
次
が
飛
ん

だ
。
各
大
臣
か
ら
の
弔
辞
は
そ
れ
で
も
無
事
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
林
学
者

本
多
静
六
の
父
晋
が
出
て
き
て
、
原
首
相
の
「
不
可
抗
力
」
発
言
を
非
難
す
る
演

説
を
始
め
た
。
大
臣
は
早
々
に
席
を
立
っ
た
が
、
本
多
晋
は
「
大
臣
諸
君
待
ち
給

へ
聞
き
た
ま
へ
」
と
彼
ら
を
呼
び
止
め
た
。
不
測
の
事
態
を
恐
れ
た
主
催
者
側
は

本
多
の
発
言
を
さ
え
ぎ
っ
て
本
人
を
控
え
室
へ
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た）

15
（

。

　

政
治
の
場
で
出
て
き
た
「
不
可
抗
力
」
論
は
、
社
会
的
に
は
「
見
殺
し
」
と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年
七
月
に
は
、
大
分
県
で
行
わ
れ
た
尼
港
事
件

を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
で
、
石
田
領
事
役
の
俳
優
が
「
石
田
ハ
是
迄
再
三
日
本
政

府
ニ
救
援
軍
派
遣
ノ
上
申
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
日
本
政
府
ハ
何
等
ノ
処
置
ヲ
為
シ
呉
レ

サ
ル
為
メ
異
郷
ノ
地
ニ
居
留
民
並
ニ
日
本
軍
ハ
此
悲
境
ニ
陥
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル

悲
惨
事
ヲ
惹
起
セ
リ
」
と
い
う
台
詞
が
あ
っ
た
た
め
警
察
と
憲
兵
が
削
除
さ
せ
て

い
る）
16
（

。
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尼
港
事
件
に
関
す
る
当
事
者
の
ひ
と
り
と
な
っ
て
い
た
陸
軍
は
、
公
式
に
は
対

応
に
慎
重
だ
っ
た
。
青
島
守
備
軍
か
ら
、
尼
港
事
件
の
被
害
者
に
対
す
る
義
捐
金

募
集
は
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
来
た
。
し
か
し
陸
軍
省
の
返
答
は
「
陸

軍
一
般
ニ
テ
義
捐
金
募
集
ノ
件
目
下
ノ
処
企
図
ナ
シ
」
だ
っ
た）
17
（

。
尼
港
事
件
に
対

す
る
講
演
会
を
開
催
す
る
の
で
、
陸
軍
軍
人
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
い
う
自
治
体

の
要
請
も
「
目
下
事
務
多
端
ノ
為
」
と
い
う
理
由
で
拒
否
し
て
い
る）

18
（

。
福
島
県
で
、

地
元
の
将
校
を
派
遣
し
て
も
ら
い
講
話
を
す
る
の
は
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
講
師
の
軍
人
が
「
講
話
ハ
単
ニ
尼
港
殉
難
ノ
情
況
ニ
止
メ
政
治
的
論
評

ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
メ
ラ
レ
度
」
と
釘
を
刺
し
て
い
る）
19
（

。
新
聞
記
者
な
ど
が

特
派
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
彼
ら
が
講
演
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な

動
き
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陸
軍
の
慎
重
な
対
応
は
、

何
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
陸
軍
は

慰
霊
と
と
も
に
、
遺
族
の
動
向
を
警
戒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

尼
港
事
件
へ
の
動
き
は
、
次
に
被
害
者
に
対
す
る
弔
慰
金
の
運
動
と
し
て
表
面

化
し
た
。
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
、
政
府
は
公
式
的
に
尼
港
事
件
の
被
害
者
に
対
し

て
は
何
等
の
措
置
も
講
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
発
的
に
人
々
が
運
動
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
に
応
じ
て
、
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
外
務
省
が
そ
れ

ぞ
れ
窓
口
に
な
っ
て
弔
慰
金
募
金
の
受
付
を
始
め
た
。
受
け
付
け
ら
れ
た
募
金
は

内
務
省
に
集
め
ら
れ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

20
（

。
人
々
の
自
発
的
な

意
思
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
公
的
機
関
が
突
き
上
げ
ら
れ
る
形
で
動
き
始
め
た
。
募

金
の
取
り
ま
と
め
機
関
と
な
っ
て
い
た
内
務
省
で
は
、
一
九
二
〇
年
八
月
に
な
っ

て
省
内
・
内
務
省
関
係
機
関
で
募
金
を
始
め
た
。
募
金
の
基
準
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た）
21
（

。

①
判
任
官
以
下
は
随
意
。

②
奏
任
官
・
同
待
遇
以
上
は
「
可
成
出
金
」
す
る
こ
と
。
募
金
額
は
月
俸
の
一
パ
ー

セ
ン
ト
。
他
の
団
体
の
募
金
に
応
じ
た
も
の
は
任
意
。

③
募
金
は
九
月
一
五
日
ま
で
に
、明
細
書
と
と
も
に
地
方
局
長
へ
提
出
す
る
こ
と
。

　

こ
の
基
準
に
従
っ
て
、
原
首
相
以
下
の
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
も
募
金
を
し
た
。
内

閣
関
係
者
の
募
金
総
額
は
六
六
九.

三
六
円
だ
っ
た）

22
（

。
し
か
し
実
際
に
は
、
公
的

機
関
の
募
金
は
後
手
に
回
っ
て
い
た
。
大
阪
府
の
よ
う
に
月
俸
五
〇
円
以
上
の
者

は
月
給
の
二.

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
こ
の
額
未
満
の
も
の
は
随
意
、
と
い
う
独

自
の
集
金
を
既
に
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た）
23
（

。
一
度
決
め
た
募
金
締
め
切
り

を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
殺
到
し
た
結
果
、
総
額
三
五
万
円
あ
ま
り
の

募
金
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
約
三
四
三
〇
〇
〇
円
は
一
般
か
ら
の
寄
附
金
で

あ
っ
た
。
一
般
国
民
の
反
応
の
激
し
さ
は
注
目
さ
れ
る
。
一
九
二
〇
年
一
二
月
ま

で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
募
金
は
、
内
務
省
が
地
方
当
局
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基

く
殉
難
者
数
に
応
じ
て
金
額
が
決
定
さ
れ
、
三
回
に
分
け
て
各
地
方
長
官
に
送
ら

れ
た
。
弔
慰
金
額
は
、
職
業
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
の
額
に
さ
れ
た
。
年
齢

で
線
引
き
が
な
さ
れ
、
一
四
歳
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
超
え
る
年
齢

の
者
の
七
割
と
さ
れ
た
。
弔
慰
金
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
死
者
だ
け
で
あ
り
、
負

傷
・
生
還
者
、
ま
た
財
産
を
焼
失
し
た
も
の
に
対
し
て
は
渡
さ
れ
な
か
っ
た）

24
（

。
同

地
に
い
た
軍
隊
は
水
戸
の
連
隊
で
あ
っ
た
た
め
、
茨
城
県
の
死
者
が
多
く
、
そ
の

他
は
同
地
に
多
か
っ
た
長
崎
・
熊
本
出
身
者
の
死
者
数
が
き
わ
め
て
大
き
い
。
公

的
婦
人
団
体
愛
国
婦
人
会
も
遺
族
へ
の
救
護
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
が
、
支
部

に
よ
っ
て
は
独
自
の
募
金
活
動
を
実
行
し
、そ
の
募
金
を
定
期
預
金
通
帳
と
し
て
、

被
害
者
当
人
に
も
引
き
出
し
に
く
く
す
る
形
で
管
理
す
る
な
ど
し
て
渡
し
て
い
た

事
例
も
あ
る）

25
（

。
こ
こ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
政
府
当
局
は
尼
港
事
件
の
被
害
者
に

対
し
て
は
、
能
動
的
に
は
何
も
し
て
い
な
い
。
各
政
府
関
係
者
が
個
人
と
し
て
募

金
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
予
算
措
置
を
講
じ
て
何
か
を
や
ろ
う
と
は

し
て
い
な
い
。
公
的
に
行
っ
た
こ
と
は
、議
会
主
催
の
追
悼
集
会
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
尼
港
事
件
自
体
へ
の
国
民
の
関
心
は
高
く
、
や
は
り
強
い
憤
激

の
感
情
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
追
悼
行
事
の
動
き
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
本
末
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転
倒
な
事
態
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
有
名
な
石
田
芳
子
の
事
例
は

そ
れ
で
あ
る
。
石
田
芳
子
は
、
偶
然
親
元
を
離
れ
て
い
て
生
き
の
び
た
石
田
領
事

の
娘
で
あ
っ
た
。
石
田
芳
子
は
「
敵
を
討
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
詩
を
書
き
有

名
に
な
っ
た
の
だ
が
、
悲
劇
的
な
死
を
遂
げ
た
外
交
官
の
遺
児
と
い
う
こ
と
で
全

国
各
地
の
追
悼
集
会
に
来
賓
と
し
て
呼
ば
れ
た
。
自
宅
に
押
し
か
け
る
客
も
あ
っ

た
。
こ
こ
ま
で
は
あ
り
う
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
述
の
『
尼
港
事
変　

国

辱
記
』
に
よ
れ
ば
、「
諸
方
か
ら
頼
ま
れ
た
作
文
や
図
画
や
詩
な
ど
を
、
筆
持
つ

指
が
疲
れ
て
痛
く
な
る
迄
書
か
さ
れ
た
」
と
い
う
の
は
ま
る
で
今
日
の
タ
レ
ン
ト

扱
い
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
睡
眠
時
間
も
削
ら
れ
る
ほ
ど
の
苦
痛
を
被
っ
た）
26
（

。
追
悼

集
会
へ
の
招
待
・
慰
問
な
ど
は
尼
港
事
件
の
遺
族
に
対
す
る
同
情
か
ら
行
わ
れ
た

は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
遺
族
へ
の
感
情
は
ど
こ
か
で
単
な
る
「
時
の
人
」

へ
の
興
味
へ
と
化
し
、
結
果
と
し
て
単
な
る
追
い
回
し
と
な
っ
て
本
人
を
苦
し
め

る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

尼
港
事
件
は
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
に
見
て
も
か
な
り
衝
撃
度
の
大
き
な
事
件

で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
歴
史
的
に
そ
れ
な
り
の
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、こ
の
尼
港
事
件
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、

そ
れ
で
は
同
時
代
的
に
尼
港
事
件
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
。
次
の

節
で
は
こ
の
問
題
を
扱
い
、
尼
港
事
件
の
収
束
と
、
結
果
と
し
て
当
事
者
に
と
っ

て
は
い
か
な
る
も
の
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

三　

尼
港
事
件
の
論
じ
方
と
事
件
の
収
束
？

　

尼
港
事
件
に
つ
い
て
は
、
論
じ
ら
れ
方
に
つ
い
て
研
究
が
あ
る
。
津
久
井
隆
氏

の
論
文
で
は
、
尼
港
事
件
の
再
現
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
で
、
女
性
の
描
か
れ
方
に
一

定
の
枠
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

27
（

。
こ
こ
で
筆
者
は
、
尼
港
事
件
に

対
す
る
政
府
・
社
会
の
反
応
に
論
者
が
注
目
し
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
た
い
。

実
は
尼
港
事
件
を
め
ぐ
る
論
議
に
は
、「
国
民
が
冷
静
す
ぎ
る
」
と
い
う
批
判
が

つ
い
て
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
当
時
刊
行
さ
れ
た
刊
行
物
な

ど
を
ご
く
少
数
（
恐
ら
く
大
量
に
出
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
出
版
物
の
性
質
上
な

か
な
か
今
日
で
は
入
手
し
が
た
い
）
読
ん
で
行
く
こ
と
で
こ
の
問
題
に
対
す
る
多

少
の
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

尼
港
事
件
が
国
民
的
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
直
後
、後
藤
新
平
の
発
言
が『
東

京
朝
日
新
聞
』
に
載
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
後
藤
は
、
尼
港
事
件
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
触
れ
な
い
が
、「
だ
が
君
、
此
禍
を
転
じ
て
真
の
福
と
為
し
得
る
者
は
果
し

て
何
人
だ
？
」
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
後
藤
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
一
体
尼
港
事
件
に
就
て
の
世
論

が
起
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
、
事
件
の
真
相
を
理
解
せ
る
た
め
に
騒
が
ぬ
の
か
但
し

は
又
何
う
で
も
い
い
と
云
ふ
の
か
？
」と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
後
藤
の
発
言
に
は
、

日
本
人
が
大
量
に
海
外
で
殺
害
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
た
割
に
は
世
論
の
動
き
が

鈍
い
、
と
い
う
い
ら
だ
ち
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る）

28
（

。
現
に
、
六
月
一
六
日
に

「
楚
人
冠
」
の
筆
名
で
こ
の
発
言
に
対
す
る
反
論
「
痛
し
痒
し
」
が
出
て
い
る
。

そ
こ
に
は
「
政
府
外
の
者
に
し
て
も
、
声
を
大
に
し
て
、
同
胞
惨
死
の
次
第
を
訴

へ
、
一
に
は
浮
ば
ん
と
し
て
浮
び
得
ざ
る
亡
霊
を
慰
め
、
二
に
は
寄
辺
な
き
遺
族

の
為
め
に
救
済
の
資
を
募
る
位
の
事
は
誰
し
も
し
た
い
に
定
っ
て
ゐ
る
。
併
し
是

も
下
手
に
ま
ご
つ
け
ば
軍
閥
者
流
に
辞
を
藉
す
に
止
ま
る
」
と
あ
る
。
死
者
へ
の

同
情
論
が
シ
ベ
リ
ア
へ
の
大
量
出
兵
論
へ
と
誘
導
さ
れ
る
こ
と
へ
警
戒
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
後
藤
の
言
う
「
禍
を
転
じ
て
真
の
福
と
為
」
す
こ
と
へ
の
批
判

で
あ
る）

29
（

。

　

確
か
に
、
尼
港
事
件
で
兵
力
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
報
復
な
ど
の

意
味
を
こ
め
た
大
量
出
兵
を
主
張
す
る
議
論
が
既
に
出
て
い
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
曙
会
な
る
団
体
は
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
た）
30
（

。
こ
の
序
文
に
よ
る

と
、
三
〇
万
部
と
い
う
大
量
の
部
数
が
刷
ら
れ
、
全
国
に
配
布
さ
れ
た
の
だ
と
い

う
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
執
筆
者
は
、
各
政
党
党
首
（
原
首
相
も
、
政
友
会
総

裁
の
名
前
で
登
場
し
て
い
る
が
、
挨
拶
程
度
の
こ
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
）
に
加
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え
て
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
促
進
論
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
出
兵
論
』
を
執
筆
し
た
「
出

兵
九
博
士
」
た
ち
（
一
人
は
除
く
）
が
加
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
宣
言
文
を
発
し

「
吾
人
は
断
乎
と
し
て
宣
す
。
チ
タ
撤
兵
す
べ
か
ら
ず
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
港

方
面
亦
其
秩
序
を
完
全
に
維
持
し
責
任
あ
る
露
国
政
府
の
樹
立
を
俟
ち
、
是
と
折

衝
し
て
以
て
忠
勇
な
る
七
百
同
胞
の
碧
血
を
徒
爾
な
ら
し
め
ざ
る
の
方
策
を
執
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
強
硬
論
を
唱
え
て
い
た
。
日
本
政
府
は
尼
港
事

件
の
勃
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
兵
力
撤
退
自
体
は
予
定
通
り
進

め
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。
こ
の
文
章
を
紹
介
し
た
添
田
寿

一
（「
出
兵
九
博
士
」
の
ひ
と
り
）
は
、
原
内
閣
の
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
政
策
に
対
し

て
「
幸
か
不
幸
か
、
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
虐
殺
事
件
が
勃
発
し
た
」
と
思
わ
ず
筆

を
滑
ら
せ
た）

31
（

。
尼
港
事
件
へ
の
抗
議
は
口
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
対
外
強
硬
派
の
不
満
は
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
策
に
だ
け
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
か
っ
た
。
本
当
に
対
外
強
硬
派
が
不
満
を
持
っ
て
い
た
相
手
は
「
国
民
」

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
粋
主
義
者
五
百
木
良
三
が
執
筆
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト）

32
（

は
、

「
事
実
に
於
て
、
今
次
の
事
件
発
生
の
如
き
は
、
我
上
下
一
般
の
態
度
は
、
驚
く

べ
き
ほ
ど
冷
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
動
々
も
す
れ
ば
対
岸
の
火
災
視
せ
ん
と
す

る
風
が
あ
っ
た
」
と
書
い
た
。
五
百
木
は
原
内
閣
の
弁
明
や
田
中
義
一
陸
相
の
態

度
を
非
難
し
、
大
々
的
な
兵
力
増
強
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う

に
言
い
た
く
な
る
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
吾
人
の
怪
し
む
も
の
は
、
此

の
当
局
者
の
態
度
（
満
鮮
防
衛
を
口
実
に
戦
線
を
縮
小
し
た
こ
と―

井
竿
）
よ
り

も
、
寧
ろ
之
に
対
す
る
世
間
の
有
様
で
あ
る
。
吾
人
の
知
れ
る
限
り
で
は
、
如
是

姑
息
の
善
後
措
置
に
向
っ
て
、
世
間
の
多
数
は
更
ら
に
抗
議
を
試
み
ん
と
す
る
の

風
も
な
い
。
否
ら
ず
、
却
っ
て
之
に
満
足
し
、
殊
に
撤
兵
の
如
き
は
進
ん
で
賛
意

を
表
は
し
て
居
る
。
所
謂
時
代
風
潮
の
俤
は
斯
く
て
あ
り
あ
り
と
こ
こ
に
も
漂
う

て
居
る
。現
実
主
義
は
独
り
原
君
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。現
代
即
ち
そ
れ
で
あ
っ

た
」。
つ
ま
り
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
対
す
る
国
民
の
不
支
持
を
批
判
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
よ
り
強
く
出
た
の
が
、
今
で
も
著
名
な
『
尼
港
事
変　

国
辱
記
）
33
（
』

で
あ
る
。
こ
れ
に
い
た
っ
て
は
、
国
民
を
「
汝
の
名
は
鬼
で
あ
る
、
畜
生
で
あ
る
、

パ
ル
チ
ザ
ン
の
同
類
で
あ
る
」と
ま
で
口
を
極
め
て
の
の
し
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
本
に
は
、
当
時
言
わ
れ
て
い
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
批
判
が
（
や
や
戯
画
化
さ
れ

て
は
い
る
だ
ろ
う
が
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
「
軍
閥
が
勝
手
に
行
る
戦
争
で
、

国
民
と
共
鳴
し
た
仕
事
で
な
い
か
ら
、俺
は
知
ら
な
い
と
云
ふ
や
う
な
態
度
」、「
資

本
家
擁
護
の
為
の
軍
事
行
動
で
死
ん
だ
者
に
同
情
す
る
事
は
な
い
、
と
云
っ
た
や

う
な
態
度
」、「
政
府
が
勝
手
に
為
た
外
交
失
敗
の
結
果
を
、
燥
狂
的
に
憤
激
し
て
、

彼
等
の
ダ
シ
に
使
は
れ
る
理
由
は
な
い
、
と
云
ふ
や
う
な
説
」。
こ
の
よ
う
に
書

く
こ
と
で
、
国
民
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
対
し
て
冷
め
た
目
で
批
判
し
て
い
た
こ
と

が
逆
照
射
さ
れ
て
い
る
。
対
外
硬
の
グ
ル
ー
プ
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
再
度
展
開
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
国
粋
主
義
者
の
出
す
『
日
本
及
日

本
人
』
で
す
ら
、
政
府
関
係
者
が
国
民
の
冷
淡
さ
を
嘆
い
た
と
い
う
こ
と
に
事
寄

せ
て
「
民
衆
は
決
し
て
冷
淡
な
る
に
非
ず
如
何
に
す
る
の
最
も
適
当
な
る
か
を
考

へ
、
暫
く
沈
思
せ
る
な
り
」
と
反
論
し
て
い
た）

34
（

。
中
に
は
追
悼
会
の
開
催
を
批
判

す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
追
悼
会
に
連
日
の
よ
う
に
遺
族
が
出
席

さ
せ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
疲
労
困
憊
す
る
と
い
う
本
末
転
倒
が
生
じ
て
い
た
。
三

宅
雪
嶺
は
「
祭
騒
ぎ
と
云
へ
ば
、殉
難
者
に
対
し
て
種
々
の
追
悼
会
が
催
さ
れ
る
。

殉
難
者
は
真
に
気
の
毒
で
あ
っ
て
、
充
分
に
追
悼
す
る
を
要
す
る
が
、
式
場
の
飾

り
に
費
や
す
よ
り
も
成
る
可
く
多
く
遺
族
に
与
へ
る
を
順
当
と
す
る
、
会
の
広
告

な
ど
難
有
く
も
な
い
）
35
（
」
と
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
九
月
に
な
る

と
、
在
郷
軍
人
会
機
関
誌
が
「
喧
々
囂
々
、
殆
ん
ど
国
を
挙
げ
て
悲
憤
慷
慨
せ
し

か
の
如
く
思
は
れ
し
尼
港
問
題
、
今
果
し
て
如
何
の
状
ぞ
」
と
書
い
て
い
た）
36
（

よ
う

に
、
恐
ら
く
社
会
的
な
興
奮
は
冷
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
結
局
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
の
は
殺
さ
れ
た
当
人
と
そ

の
遺
族
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
六
月
二
四
日
、
水
戸
で
尼
港
事
件
に
関
す
る
慰

霊
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
特
に
茨
城
の
場
合
、
尼
港
事
件
で
武
装
解
除
さ
れ
て
殺
害
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さ
れ
た
将
兵
の
慰
霊
祭
だ
っ
た
た
め
、
茨
城
県
当
局
や
陸
軍
な
ど
の
主
催
す
る
相

当
大
掛
か
り
な
も
の
と
な
っ
た
。
報
告
書
に
は
「
東
京
本
願
寺
ニ
於
テ
行
ハ
レ
タ

ル
此
種
ノ
式
典
ニ
於
テ
若
干
ノ
物
議
ヲ
醸
シ
其
ノ
神
聖
ヲ
害
シ
タ
ル
カ
如
キ
事
例

ヲ
聞
キ
ア
リ
シ
モ
当
日
於
テ
ハ
全
ク
如
斯
事
ノ
皆
無
ニ
至
リ
シ
ハ
至
誠
ノ
発
露
ナ

リ
ト
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
前
述
六
月
一
九
日
の
東
京
に
お
け
る
慰

霊
祭
の
混
乱
に
似
た
事
態
を
生
ず
る
こ
と
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
い
知
れ
る）
37
（

。
結
果
と
し
て
こ
の
慰
霊
祭
は
成
功
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
て
は
い

る
の
だ
が
、
実
は
遺
族
の
中
に
は
不
満
が
あ
っ
た
。
遺
族
は
尼
港
事
件
で
の
政
府

側
の
対
応
へ
の
不
満
や
、
こ
の
よ
う
な
死
に
方
は
名
誉
の
戦
死
と
は
い
え
な
い
な

ど
の
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
陸
軍
側
は
遺
族
慰
問
の
際
に
、
不
満
を
申
し

述
べ
た
遺
族
の
声
を
書
き
留
め
て
い
る）

38
（

。
そ
こ
に
は
「
尼
港
歩
兵
二
中
隊
ヲ
派
遣

シ
孤
立
無
援
ノ
状
態
ニ
陥
ラ
シ
メ
新
聞
所
報
ノ
如
キ
惨
酷
ナ
ル
処
置
ニ
出
テ
シ
メ

タ
ル
当
局
ノ
採
リ
タ
ル
処
置
合
点
行
カ
ス
之
ヲ
思
ヘ
ハ
残
念
ニ
不
堪
」「
名
誉
ノ

戦
死
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
全
ク
徒
死
ナ
リ
」「
堂
々
タ
ル
対
戦
ニ
非
ラ
ス
シ
テ
無
惨
ノ

死
ヲ
遂
ケ
タ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
」「
国
家
動
員
ナ
ラ
ハ
兎
モ
角
一
部
動
員
テ
僅
カ
ノ

者
カ
見
殺
シ
ニ
サ
レ
残
念
テ
堪
リ
マ
セ
ン
」
と
、
明
ら
か
に
見
殺
し
で
は
な
い
か

と
い
う
不
満
が
出
て
い
た
。
現
代
の
感
覚
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
死
ぬ

に
し
て
も
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
中
に
は
「
世
人
ノ
同
情
ナ

キ
ヲ
遺
憾
ト
セ
リ
」
と
、
社
会
的
な
反
応
が
冷
た
い
と
い
う
意
見
を
漏
ら
す
も
の

も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
よ
り
直
截
に
子
を
喪
っ
た
悲
哀
を
ぶ
つ
け
る
も
の
も
あ
っ
た
。
あ
る

父
親
は
「
一
人
ノ
児
ヲ
人
間
ト
ナ
サ
ン
カ
為
ニ
二
十
有
余
年
早
起
遅
寝
貧
苦
ト
闘

ヒ
ツ
ツ
中
等
教
育
ヲ
授
ケ
ン
カ
為
参
千
円
ヲ
出
費
シ
テ
工
手
学
校
ヲ
卒
業
セ
シ
メ

タ
ル
大
切
ナ
ル
児
ヲ
堂
々
タ
ル
国
家
動
員
ナ
ラ
兎
モ
角
無
意
義
ナ
ル
出
兵
ニ
於
テ

而
モ
見
殺
ニ
セ
ラ
レ
テ
諦
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
」と
訴
え
た
。
あ
る
兵
士
の
家
で
は
、

慰
問
の
軍
人
に
向
か
い
、
遺
族
が
揃
っ
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
発
し
た
。

「
何
故
ニ
三
ヶ
月
モ
救
援
ノ
道
ヲ
講
セ
ス
シ
テ
放
置
シ
タ
ル
ヤ
聴
カ
シ
テ
呉
レ

誰
ニ
諦
メ
ロ
ト
云
ハ
レ
テ
モ
諦
メ
カ
ツ
カ
ヌ
小
言
一
回
云
ハ
ス
シ
テ
育
テ
折
角
大

キ
ク
ナ
ッ
タ
児
ヲ
殺
サ
レ
タ
一
体
彼
レ
許
レ
兵
隊
ヲ
尼
港
ニ
ヤ
ッ
タ
ノ
ハ
大
臣
カ

師
団
長
カ
其
ノ
対
手
ヲ
聞
テ
訴
ヘ
タ
ラ
私
ヲ
御
上
デ
殺
シ
テ
呉
レ
ル
カ
一
層
ノ
コ

ト
殺
サ
レ
テ
可
愛
イ
子
供
ノ
側
ニ
行
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
方
カ
ヨ
イ
」

　

尼
港
事
件
そ
の
も
の
は
、
こ
の
後
も
歴
史
に
残
っ
て
い
く
こ
と
に
は
な
る
。
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
残
虐
行
為
と
し
て
人
々
の
記
憶
に
残
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
当
局
は
こ
の
年
、
東
京
で
「
尼
港
遭
難
実
況
展
覧
会
」
を
開
催
し
た
り

し
て
い
る）

39
（

が
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
興
味
を
呼
ん
だ
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

小
括

　

尼
港
事
件
は
、
日
本
人
の
大
量
虐
殺
事
件
と
し
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
、
軍
人
・
民
間
人
・
さ
ら
に
外
交
官
ま
で
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で

も
社
会
的
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
的
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
原

内
閣
の
反
応
を
も
っ
て
、
政
治
的
な
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
表
面

化
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
田
中
義
一
陸
相
が
進
退
を
考
え
た
だ
け
で
、

さ
し
た
る
反
応
も
な
か
っ
た
。
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
政
友
会
は
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
以
上
の
動
き
は
政
治
的
に
も
存
在
し
な

か
っ
た
。
被
害
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
措
置
も
、
こ
の
時
点
で
は
取
ら
れ
て
い
な

い
。
慰
霊
行
事
な
ど
が
実
行
さ
れ
る
だ
け
で
、
被
害
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
救
済

措
置
は
公
的
に
こ
こ
で
は
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
自
体

も
、
北
樺
太
保
障
占
領
と
い
う
こ
と
は
実
行
さ
れ
る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
本
土
か
ら

の
撤
退
と
い
う
方
針
は
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

社
会
的
に
は
、
確
か
に
自
発
的
な
募
金
運
動
が
発
生
し
、
全
国
で
追
悼
行
事
な
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ど
が
発
生
す
る
も
、
あ
き
ら
か
に
一
時
の
流
行
の
よ
う
な
動
き
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
こ
と
が
、
対
外
強
硬
派
の
言
論
の
中
で
、
直
接
的
に
憤
激
を
表
さ

な
い
国
民
に
対
す
る
苛
立
ち
と
し
て
表
現
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、

こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
ロ
シ
ア
・
あ
る
い
は
社
会
主
義
と
い
う
も
の
に
対
す

る
国
民
的
な
恐
怖
感
・
脅
威
感
情
は
着
実
に
残
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
ど
こ
か
社
会
的
に
尼
港
事
件
に
つ
い
て
醒
め
た
感
情
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
が
、
筆
者
に
は
捨
て
き
れ
な
い
。
一
九
二
〇
年
、
ま
さ

に
尼
港
事
件
が
発
生
し
た
そ
の
年
に
、
作
家
上
司
小
剣
は
小
説
「
英
霊
」
を
発
表

し
た
。
こ
れ
は
、
村
で
悪
事
の
限
り
を
尽
く
し
、
村
人
に
憎
ま
れ
て
い
た
男
が
、

た
ま
た
ま
徴
兵
さ
れ
て
尼
港
事
件
で
殺
害
さ
れ
た
た
め
に
「
英
霊
」
と
し
て
祀
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
シ
ニ
カ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る）

40
（

。
尼
港
事
件
そ

の
も
の
に
対
し
て
ど
こ
か
心
理
的
な
距
離
が
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
小
説
は
構
想

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
尼
港
事
件
や
ロ
シ
ア
に
対
す
る
感
情
は
、
あ
と
か
ら

増
幅
し
て
い
た
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
尼
港
事
件
の
被
害
者
た
ち
は
、自
ら
救
済
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

尼
港
事
件
で
の
義
捐
金
は
、
あ
く
ま
で
義
捐
金
で
あ
り
、
公
的
支
出
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
義
捐
金
が
渡
さ
れ
た
の
は
死
者
の
遺
族
だ
け
で
あ
り
、
生
還
者
や
財

産
損
害
に
つ
い
て
の
経
済
的
な
支
援
策
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
二
年
、
日
本
で
は

ロ
シ
ア
革
命
以
来
の
事
件
で
人
的
・
物
的
被
害
を
被
っ
た
民
間
人
に
対
す
る
経
済

的
な
「
救
恤
」
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
自
然
発
生
的
に
出
て
き
た
法
令
で
は

な
か
っ
た）
41
（

。
こ
の
法
令
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
尼
港
事
件
被
害
者
は
こ
の
後

長
期
間
救
済
を
求
め
て
戦
う
こ
と
に
な
る
。

注

（
1
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
原
秀
介
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
外
交
と
日
本
』
創
文
社
、

二
〇
〇
六
年
を
参
照
。

（
2
）　

参
謀
本
部
『
大
正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』
第
三
巻
九
〇
五
頁

（
筆
者
は
一
九
七
三
年
の
復
刻
版
を
用
い
た
）。

（
3
）　

原
暉
之
「「
尼
港
事
件
」
の
諸
問
題
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
二
三
号
、
一
九

七
五
年
。

（
4
）　

グ
ー
ト
マ
ン
、
斉
藤
学
訳
『
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
の
破
壊
』
ユ
ー
ラ
シ
ア
貨

幣
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
。
訳
者
は
古
銭
収
集
家
で
あ
る
。
島
田
元
太
郎
の

伝
記
『
北
海
の
男
』
一
九
七
九
年
を
自
費
出
版
し
た
森
川
正
七
氏
も
古
銭
収

集
家
で
あ
っ
た
。

（
5
）　
「
政
友
会
領
袖
会
議　

首
相
尼
港
問
題
弁
明
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二

〇
年
六
月
一
二
日
。『
原
敬
日
記
』（
北
泉
社
版
、
一
五
巻
）
を
見
る
と
、
前

日
に
政
友
会
の
幹
部
と
と
も
に「
ニ
コ
ラ
イ
ウ
ス
ク
事
件
ノ
真
相
等
ヲ
内
談
」

し
た
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
内
談
」
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
お
そ

ら
く
、「
不
可
抗
力
」
の
発
言
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
自
身
は
さ
し
て
気

に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）　
「
不
可
抗
力
の
弁　

小
川
総
務
談
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
六
月

一
六
日
。

（
7
）　
「
尼
港
問
題
責
任
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
六
月
一
八
日
。

（
8
）　

こ
こ
で
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
論
戦
は
、『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記

録
』
三
七
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
。
特
に
注
記
を
し
て
い
な

い
議
会
論
戦
は
、
衆
議
院
本
会
議
で
の
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　

こ
の
阪
谷
議
員
と
田
中
義
一
陸
相
と
の
や
り
取
り
は
、『
帝
国
議
会
貴
族

院
議
事
速
記
録
』
三
七
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
。
第
一
節
で

の
貴
族
院
で
の
や
り
と
り
は
、
注
記
し
な
い
限
り
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

（
10
）　

こ
の
議
論
は
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』
二
五
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
八
四
年
。

（
11
）　
「
対
外
政
策
と
世
論
」
小
林
幸
男
『
日
ソ
政
治
外
交
史
』
有
斐
閣
、
一
九

八
五
年
所
収
。

（
12
）　

拙
稿
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
民
衆
意
識―

二
つ
の
官
民
合
作
募
金
運
動
を
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め
ぐ
っ
て―

」『
日
本
史
研
究
』
五
三
五
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
13
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
治
『
派
兵
』（
全
四
冊
）
朝
日
新
聞
社
、
一
九

七
三―

七
七
年
や
、
拙
稿
「
忠
魂
碑
と
『
正
史
』―

シ
ベ
リ
ア
出
兵
体
験
に

お
け
る
『
忠
誠
の
記
憶
』
の
恒
久
化
に
関
す
る
一
考
察―

」『
九
大
法
学
』

七
六
号
、
一
九
九
八
年
、
ま
た
柴
田
秀
吉
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵　

ユ
フ
タ
の
墓
』

自
費
出
版
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

（
14
）　
「
惨
虐
を
嘗
め
た
る
我
同
胞
の
為
に　

ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
会
を
組
織
し
て

活
動
」『
九
州
日
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
五
月
一
八
日
。
同
紙
は
熊
本
国
権

党
系
の
新
聞
。
同
会
が
出
し
た
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

岩
永
久
次『「
諸
難
儀
」覚
え
書
き
』熊
本
学
園
大
学
附
属
社
会
福
祉
研
究
所
、

一
九
九
八
年
に
教
え
ら
れ
た
。

（
15
）　
「
波
瀾
を
巻
い
た
大
追
弔
法
会
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
六
月
二

〇
日
。

（
16
）　
「
尼
港
事
件
演
劇
ニ
関
ス
ル
件
報
告
」
一
九
二
〇
年
七
月
二
四
日
。
憲
兵

司
令
官
石
光
真
臣
よ
り
陸
軍
大
臣
田
中
義
一
へ
。『
自
大
正
七
年
至
同
十
一

年　

西
伯
利
出
兵
時
ニ
於
ケ
ル
憲
兵
報
告
』（
防
衛
研
究
所
所
蔵
）
所
収
。

（
17
）　

タ
イ
ト
ル
の
な
い
文
書
。
一
九
二
〇
年
六
月
二
五
日
発
、
青
島
林
田
芳
太

郎
副
官
よ
り
、
陸
軍
省
松
木
直
亮
副
官
へ
。『
西
受
大
日
記
』
大
正
九
年
六

月
（
防
衛
研
究
所
所
蔵
）。

（
18
）　
「
尼
港
事
件
講
演
会
講
師
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
」一
九
二
〇
年
七
月
一
日
。『
西

受
大
日
記
』
大
正
九
年
七
月
。
三
重
県
か
ら
と
、
群
馬
県
の
高
崎
市
か
ら
の

要
請
に
対
す
る
返
答
。

（
19
）　
「
講
話
者
派
遣
ノ
件
」
一
九
二
〇
年
七
月
五
日
。
陸
軍
省
副
官
か
ら
第
二

師
団
参
謀
長
へ
。『
西
受
大
日
記
』
大
正
九
年
七
月
。

（
20
）　

内
務
省
社
会
局
『
尼
港
事
件
義
捐
金
取
扱
経
過
』
一
九
二
〇
年
。
こ
の
文

書
の
閲
覧
に
は
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
岩
下
明
裕
教
授
の

御
協
力
を
得
た
。

（
21
）　

一
九
二
〇
年
八
月
二
〇
日
。『
大
正
九
年　

公
文
雑
纂　

内
閣
一　

巻
一
』

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
22
）　

一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
五
日
。
前
掲
『
大
正
九
年　

公
文
雑
纂　

内
閣
一

　

巻
一
』。

（
23
）　
「
弔
慰
ニ
関
ス
ル
件
」、
一
九
二
〇
年
七
月
一
七
日
。『
大
正
七―

九
年　

雑
書
綴
』（
大
阪
府
公
文
書
館
所
蔵
、B1-0059-10

）。

（
24
）　

前
掲
『
尼
港
事
件
義
捐
金
取
扱
経
過
』。

（
25
）　
『
愛
国
婦
人
』
四
五
三
号
、一
九
二
〇
年
九
月
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

富
山
支
部
の
例
。
支
部
で
集
ま
っ
た
募
金
を
年
率
六.

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
定

期
預
金
に
し
て
、利
子
も
一
〇
〇
円
た
ま
る
ご
と
に
定
期
預
金
に
繰
り
入
れ
、

町
村
長
の
許
可
な
く
し
て
は
引
き
出
せ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
。
無
駄
に

消
費
し
な
い
た
め
の
策
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
遺
族
も
使
え
な
い
弔
慰
金

が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
気
に
な
る
。

（
26
）　

溝
口
白
羊
『
尼
港
事
件　

国
辱
記
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
〇
年
。

（
27
）　

津
久
井
隆
「
戦
う
「
日
本
」「
女
性
」―

尼
港
事
件
を
め
ぐ
る
語
り
」『
早

稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
（
別
冊
）』
一
二
号―

二
（
表
紙
に

は
二
〇
〇
四
年
、
奥
付
は
二
〇
〇
五
年
、
と
あ
る
）。

（
28
）　
「
惨
虐
の
尼
港
事
件
に
何
故
世
論
は
起
ら
ぬ
か
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九

二
〇
年
六
月
一
四
日
。

（
29
）　
「
痛
し
痒
し
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
六
月
一
六
日
「
鉄
箒
」
欄
。

（
30
）　
『
ニ
港
問
題
に
関
し　

普
く
国
民
に
檄
す
』
靖
国
偕
行
文
庫
所
蔵
。
筆
者

自
身
も
後
に
購
入
。
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、一
九
二
〇
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

発
行
し
た
の
は
「
曙
会
」。
こ
の
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。

（
31
）　

添
田
寿
一
「
憂
国
の
士
憤
起
せ
よ
」
前
掲
『
ニ
港
問
題
に
関
し　

普
く
国

民
に
檄
す
』
所
収
。『
出
兵
論
』（
民
友
社
、
一
九
一
八
年
）
に
つ
い
て
は
、

原
暉
之
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
を
参
照
。

（
32
）　

五
百
木
良
三
『
尼
港
問
題
を
通
し
て　

所
謂
時
代
精
神
の
暴
露
』
純
労
倶
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楽
部
、一
九
二
〇
年
。
発
行
元
の
団
体
に
つ
い
て
は
不
明
。「
再
版
に
際
し
て
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
改
訂
さ
れ
た
も
の
。

（
33
）
前
掲
溝
口
白
羊
『
尼
港
事
変　

国
辱
記
』。
七
月
刊
行
で
あ
る
こ
と
で
も
わ

か
る
よ
う
に
か
な
り
の
緊
急
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
筆
者

は
以
前
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
九
〇
年―

今
日
に
何
を
伝
え
る
か
」『
科
学
的
社

会
主
義
』
一
二
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
34
）　
「
対
尼
港
事
件
の
態
度
」
無
署
名
、『
日
本
及
日
本
人
』
七
八
六
号
、
一
九

二
〇
年
七
月
一
日
。

（
35
）　

三
宅
雄
二
郎
（
雪
嶺
）「
尼
港
虐
殺
事
件
の
処
置
」『
吁
尼
港
！
』『
武
侠

世
界
』
臨
時
増
刊
号
（
第
九
巻
第
十
号
）、
一
九
二
〇
年
。
談
話
筆
記
。

（
36
）　
「
世
情
の
冷
熱
」『
戦
友
』
一
二
三
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
。

（
37
）　
「
尼
港
事
件
発
表
前
後
ニ
於
ケ
ル
遺
族
及
地
方
民
心
ノ
概
況
ニ
関
ス
ル
件

通
牒
」
第
一
四
師
団
留
守
参
謀
長
よ
り
陸
軍
省
副
官
へ
。
一
九
二
〇
年
七
月

二
九
日
。『
西
受
大
日
記
』
大
正
九
年
八
月
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
憲
政
会
が

尼
港
事
件
に
関
連
し
て
「「
尼
港
事
件
吊
慰
、
当
局
問
責
」
ノ
名
ノ
下
ニ
県

民
大
会
ヲ
開
ク
」
計
画
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
点
も
陸
軍
側
を
い
ら
だ
た

せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
38
）　
「
遺
族
ノ
感
想
」
前
掲
文
書
「
尼
港
事
件
発
表
前
後
ニ
於
ケ
ル
遺
族
及
地

方
民
心
ノ
概
況
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」。
実
は
こ
れ
は
、「
要
注
意
」
の
遺
族
と

し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
族
の
反
応
に
は

「
他
ヨ
リ
煽
動
セ
シ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
ヲ
疑
フ
」「
母
親
ハ
勝
気
ニ
テ
平
素
所
謂

「
嬶
天
下
」
ノ
家
」「
憲
政
会
派
ノ
政
治
狂
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
偏
見
に
満
ち
た
冷
徹
な
視
線
が
結
果
と
し
て
よ
り

正
確
に
遺
族
の
怒
り
を
書
き
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
39
）　

こ
の
展
覧
会
の
風
景
を
写
し
た
絵
は
が
き
を
筆
者
は
所
蔵
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
、
計
画
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
は

ま
だ
分
か
ら
な
い
。
史
料
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
に
は
尼
港
事
件
の
慰
霊
碑
も
建
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
現
在
存
在

し
な
い
。

（
40
）　

筆
者
は
こ
の
小
説
を
阿
部
猛
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
詩
人
』
同
成
社
、
二

〇
〇
五
年
で
知
っ
た
。
ま
た
、
小
説
そ
の
も
の
は
『
明
治
大
正
文
学
全
集
第

三
十
二
巻　

正
宗
白
鳥
・
上
司
小
剣
集
』
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
で
確
認
し

た
。
前
述
『
尼
港
事
変　

国
辱
記
』
の
編
者
溝
口
白
羊
や
、
作
家
上
司
小
剣

（
か
み
つ
か
さ
・
し
ょ
う
け
ん
）
に
つ
い
て
は
、
本
学
文
化
創
造
学
科
の
加

藤
禎
行
先
生
に
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
を
明
記
す
る
。

（
41
）　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ロ
シ
ア
革
命
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者

へ
の
「
救
恤
」、
一
九
二
二
年
」『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
一

三
号
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

※
本
論
文
は
、
平
成
二
〇
年
度
山
口
県
立
大
学
研
究
創
作
助
成
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。



井竿富雄　尼港事件と日本社会、一九二〇年

― 13 ―

The  Nikolaevsk Massacre and Japanese Society,1920

IZAO Tomio

 The purpose of this article is to describe the Nikolaevsk Massacre and the responce of Japanese Society to that 

incident.

 In 1920, Many Japanese Soldiers and Citizens were killed by Russian Partisans at Nikolaevsk, Russia. Japanese 

Society as a whole was shocked by the incident. It also had political repercussions: the opposition party attacked 

the cabinet of Hara Takashi.

 Furthermore, the Nikolaevsk Massacre aroused hostility in the Japanese public toward Russia, the Bolsheviks, 

and the Partisans. The Japanese Government occupied Northern Sakhalin for Security.

 However, the Japanese Government did not escalate its intervention into Siberia. While the Japanese People 

were unnerved by the incident, the situation calmed down very quickly.
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